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この紹介資料では

積分イベントとマニュアル積分

初期設定 ～クラシカルとアドバンスド～

自動積分 ～最適値の提示～

初期設定のイベント ～始点と終点の決定パラメータ～

実践的なアドバイス

タイムイベントの使用方法

マニュアル積分の使用方法



積分イベントとマニュアル積分

ダブルクリックでデータ読み込み

シングルランデータの場合は
メソッド読み込み

自動積分 （最適値を探る）

シグナル（チャンネル）ごとに

マニュアル積分
（うまくいかないとき）

調整完了。
面積値が適切に計算できるようになりま
した。

基本イベント
タイムイベント
（ソフトによる
始点と終点の
決定方法）

メソッドの一部。
（ほかのデータも

同じ方法で
積分させる）

マニュアル積分
（マウス操作で
ベースラインを
決定する）

データごと。
（データ固有で、

データ内に
保存される）

基本イベント 調整

タイムイベント 調整

ソフトによる最適化

例：FID1A、TCD1A,
DAD1A、DAD1B,
FLD1A･･･
それぞれ別です。

メソッドに保存

各データに保存

一番濃度の低いデータを
使用します。



積分イベントの表示

表示されているクロマトグラムを
データ解析のメソッドを使って積分します。

積分イベントの表示



初期設定 ～クラシカルとアドバンスド～

ベースラインモードを選択できます。
・アドバンスド
・貫通なし
・クラシカル

クラシカルモードでは、
• スロープ感度の値の変化に対して敏感なので、
ベースラインの始点終点を決めやすい。

• スロープ感度の設定が不適切だと、始点終点部分
が不適切になる。

アドバンスドモードでは、
• タンジェントスキムが自動でできる
• ベースライン上昇に追従する。

• ベースライン範囲は広めになる。
• スロープ感度の値の変化に対して反応しにくい。
（スロープ感度を細かく決められない／細かく決め
なくてもある程度の積分ができる）



設定例

初期設定 ～アドバンスドの特徴～

アドバンスドモードの特徴①
タンジェントスキムが自動でできる

アドバンスドモードの特徴②
• ベースライン範囲は広めになる。
• スロープ感度の値の変化に対して反応しにくい。
（スロープ感度を細かく決められない
細かく決めなくてもある程度の積分ができる）

Slope 0.1

アドバンスドクラシカル

Slope 1 Slope 10 Slope 100



アドバンスド

アドバンスド

クラシカル

クラシカル

クラシカル

アドバンスド

Slope 20

Slopeをあげてみる 20 → 40

初期設定 ～アドバンスドの特徴～
アドバンスドモードの特徴③
ベースライン上昇に追従する。



Slope 10Slope 5

Slope 1Slope 0.5Slope 0.1

クラシカルモードの特徴

初期設定 ～クラシカルの特徴～

• スロープ感度の設定が不適切だと、始点終点部分が不適切になる。

• スロープ感度の値の変化に対して敏感なので、ベースラインの始点終点を決めやすい。



初期設定のイベント

ショルダ検出モード –ピークの二

次微分係数を使用してショルダを
検出します。

面積リジェクト-面積がこの値より小さ
いピークはすべてレポートされません。

高さリジェクト-高さがこの値より小さい
ピークはすべてレポートされません。

スロープ感度 –スロープ感度を低くすると、
より小さいピークが検出されます。ピーク
幅と連動して機能します。

ピーク幅 –一番狭いピークの幅を入力します。
スロープ感度と連動して、ベースラインから
ピークを識別する能力を決定します。一般に
は、ピーク幅の値を増加させるとブロードな
ものとして検出されます。

0.5

0.02

1

5

クラシカルモードでは、
始点と終点は
数値の変化で

敏感に変化します。

始点と終点の
決定パラメータ



実践的なアドバイス

1. もし、タンジェントスキムをする場合は
テールピークスキム高さを3

フロントピークスキム高さを6

スキム谷比を20に設定する

2. ベースライン補正をアドバンスド
タンジェントスキムモードを新しい指数
に設定する

3. 自動積分で積分を実施する。
しない場合は以下のパラメータを設定して
積分してみる

• スロープ感度を50（検出器による）

• ピーク幅は、実際のクロマトグラムの、
一番狭いピークの幅を入力する。
（スパイクノイズではなくピーク）

• 初期の高さリジェクトを0

• 初期の面積リジェクトを0

に設定する

4. もし自動積分を使用したら、
• 初期の高さリジェクトを0

• 初期の面積リジェクトを0

に設定する

5. もし解析対象のピークが積分されて
いない場合、スロープ感度を調整する。
スロープ感度を低く設定すると
小さなピークまで積分するようになる

6. もしまだうまく積分できないピークが
ある場合はピーク幅を小さくしてみる

7. 必要に応じてタイムイベントを使用する

8. 不必要なピークは、高さリジェクトか
面積リジェクトで排除する



タイムイベントの挿入

• ドロップボックスから、必要なイベントを選択して
から、クロマトグラムをクリックします。

• または、タイムイベントの挿入ツールを使用します。

• タイムイベントの削除ツールを使用して、イベント
を削除できます。

選択して

クリック

１行挿入 １行削除

行削除は
ここをクリックして
１行削除ボタンを
クリック



タイムイベントの種類

積分のオン／オフ

基本設定の変更

時間範囲でのイベント



タイムイベントの紹介①

初期の
スロープ感度
値：20

スロープ感度 20

初期の面積リジェクト値：0

面積リジェクト
値：0

15

高さリジェクト
値：7

高さリジェクト 7初期の高さリジェクト値：0

スロープ感度 0.01

スロープ感度
値：0.01

面積リジェクト
値：15



小さくする

0にする

タイムイベントの紹介②

ショルダーを ON にする

ショルダーを TAN（接線）にする

0にする



ベースライン（谷から谷）
値：オン

タイムイベントの紹介③



ベースライン（次の谷へ） ベースライン（今すぐ）

タイムイベントの紹介④



ネガティブピーク
値：オフ

ネガティブピーク
値：オン

タイムイベントの紹介⑤



ピークの分割

タイムイベントの紹介⑥



ベースライン（後方へ）
※クラシックモードのみ対応

ベースライン（今すぐ）

ベースラインホールド

タイムイベントの紹介⑦



タンジェントスキムモード
値：STD

タンジェントスキム（テール）
値：オン

タイムイベントの紹介⑧



面積和
値：オン

面積和
値：オフ

タイムイベントの紹介⑨



面積和スライス
値：オン

ベースライン範囲設定
値：0.05
（※前後0.05分ずつの範囲）

面積和スライス
値：オフ

ベースライン範囲と、
面積和スライスは
組み合わせて使用します。

ベースラインの高さを決
める範囲を指定するには

指定したい区間に乱れが
多い場合は、

範囲を複数指定した場合の割
り当て、または、この機能の
終了を指定できます。

タイムイベントの紹介⑩



溶媒ピーク
値：オフ

※GCデータの場合、大きなピークを“
溶媒ピーク”として自動で認識し、溶媒
ピークのテール部分では、自動でタンジ
ェントスキムが実行される。

GCデータの溶媒ピークを、
手動で指定したり、
手動で指定を取り消したりできます。

タイムイベントの紹介⑪



タイムイベントの活用例
ピークの分割

スロープ感度
下げる

タンジェント
スキム機能を
使用

ベースライン
（谷から谷）



保存と終了

キャンセル
して終了

保存して
終了

※ここでの“保存”は、メソッドに反映させることを意味します。
解析用メソッドは、上書き保存する必要があります。



マニュアル積分

やり直し：最後のマニュアル積
分を取り消します

ペースラインを引く

ネガティブピーク

タンジェントスキム

ピーク分割

ピーク削除

全てのイベントを削除します

マニュアルイベントをデー
タファイルに保存します

マニュアル積分はデータファイルに保存され、
メソッドとは関係がありません

ドラッグで
拡大

ドラッグでマニュアルd積分



マニュアル積分の例

ネガティブピーク

タンジェントスキムピーク分割

ピーク削除



マニュアル積分をデータに保存する

保存ボタンも
利用できます。


